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ヨーロッパを襲った記録的な熱波に開催が危ぶまれた「小学部サマースクール」でしたが、２日目午後の

日程を切り上げたことと、全体で使う主な部屋（マラソンルーム）に常時エアコンを付けてもらうといった施

設側からの温かい（涼しい？）ご配慮をいただいたことにより、大きな問題もなく終えることができました。 

現地で子ども達は、ゴーカート、トランポリン、エアトラック、ホッケー、ジャイアントゲームの５つのスポーツ

活動に取り組みましたが、どの活動でも生き生きとした笑顔が弾けた、充実の 2日間となりました。 

 

食堂（施設）の方の温かいお心遣い（冷たい？心遣い）により、2 日連続でアイスクリームが出ました。猛

暑が続く中、爽やかで後味すっきりのシャーベットは大変美味しく、子どもたちも喜んで味わっていました。 

６月２６日（金）に、中学部１年生が調理実習

に取り組みました。授業は家庭科で、今回挑戦

したメニューはお味噌汁（一部スープもあったよ

うです）です。右のメンバーが校長室へ持って来

てくれました。感想は「C'est très bon!」です。 

小学部サマースクール（小４・５） 

調理実習（中学部１年生） 



 
今年も「JSB リサイタル」の季節がやってきました！ 本行事は中学部が主催しており、2 つの大切な目的

があります。1 つは「児童生徒一人ひとりが輝く活躍の場をつくること」、もう 1 つは「小学部と中学部が心

を一つにし、一体感を創り出すこと」です。初日を迎えた本日は、5組の皆さんが素晴らしい発表を披露して

くれました。会場を魅了したその活躍ぶりを、ぜひ写真でお楽しみください。 

 
私が中学校の数学教師となったのは平成２年のことです。平成から令和へと時代が移り変わる中、一貫

して「先生」と呼ばれ続けてきました。この仕事の原点であり、最も重要な使命は、やはり「子どもたちが『で

きる』ようになること」だと考えています。 

ひと口に「できる」と言っても、指導アプローチは様々です。「学ぶは『まねる』から」という言葉通り、繰り

返し練習を重ねて習得させる方法。一方で、子どもたちが本来持っている「好奇心」に火をつけ、自ら答え

にたどり着かせる方法もあります。私は後者を目指して試行錯誤してきましたが、現実は甘くありません。数

学の授業で生徒の興味を強く惹きつけられる内容は、全体の２割程度というのが実感です。 

どの教科にも、全員に理解してもらうことが特に難しい「壁」のような単元があります。小学校の算数でい

えば「分数の割り算（ひっくり返してかける）」がその代表例でしょう。大人が理屈を追えば納得できても、多

くの子どもは意味の理解にまでは至らず、「やり方だけ覚える」という段階に留まりがちです。 

中学３年の数学における最大の壁、それが「２次方程式の解の公式」です。「エックス イコール ２a 分の

……」と暗唱するあの複雑な公式です。これまでの経験上、公式を使って計算はできても、公式そのものを

自分で導き出せる（作れる）生徒は、40人のクラスで 5人もいれば良い方でした。 

しかし今年、中３の数学を担当して驚くべきことが起きました。授業で導出のプロセスを丁寧に紐解いて

いくと、なんと、ほとんどの生徒が自力で「解の公式」を作り出したのです。これは本当に素晴らしい経験で

した。子どもの持つ可能性の大きさに改めて気づかされ、まさに教師冥利に尽きる出来事でした。 

JSBリサイタル（１日目） 

校長のつぶやき（解の公式） 


